
明
専
寮
の
歩
み
と
理
念

九
州
工
業
大
学
工
学
研
究
院
長

横
野

照
尚

１
、
は
じ
め
に

九
州
工
業
大
学
の
前
身
で
あ
る
明
治
専

門
学
校
（
明
専
）
は
１
９
０
９
年
に
開
校

し
ま
し
た
。
当
時
は
全
寮
制
で
、
徳
育
教

育
を
重
視
し
、
寮
を
第
２
の
教
育
の
場
と

位
置
付
け
て
い
ま
し
た
。
１
９
６
０
年
代

に
は
学
生
数
の
増
加
を
受
け
て
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
の
建
物
を
新
築
し
、
明
専

寮
と
命
名
し
ま
し
た
が
、
近
年
は
入
寮
者

の
減
少
と
建
物
の
老
朽
化
に
よ
り
、
２
０

０
９
年
に
廃
寮
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
建
物
を
改
修
し
た
新
生
・
明
専
寮

は
、
新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
で
２
０
１

３
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
。
再
建
は
、
資
金

が
確
保
で
き
た
こ
と
に
加
え
、
人
間
形
成

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
の
場
と
し
て
機
能

し
て
き
た
学
生
寮
の
伝
統
を
継
続
し
た
い

意
向
を
具
体
化
す
る
た
め
で
す
。

新
生
「
明
専
寮
」
で
は
、
初
代
の
明
専

寮
の
理
念
を
受
け
継
ぎ
、
寮
を
第
２
の
教

育
の
場
と
捉
え
、
寮
に
お
け
る
共
同
生
活

を
通
じ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
「
技
術
に
堪
能
な
る
士
君
子
」
の
素

養
で
あ
る
高
度
技
術
者
と
し
て
世
界
で
活

躍
す
る
と
い
う
高
い
志
や
積
極
的
な
人
格

形
成
、
国
際
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
な
ど
を
、
協
働
し
て
培
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
成
果
と
し
て

世
界
に
通
用
す
る
高
度
技
術
者
お
よ
び
指

導
者
を
育
て
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

新
明
専
寮
設
立
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た

当
時
の
前
田
博
工
学
部
長
は
「
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
の
育
成
は
社
会
の
要
請
と
も
、
本

学
が
向
か
う
方
向
と
も
一
致
す
る
。
明
専

寮
に
入
寮
す
る
学
生
に
は
、
こ
れ
ら
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
後
押
し
す
る
つ
も

り
だ
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

２
、
明
専
寮
の
歩
み
概
観

明
専
寮
の
原
点
は
、
明
治
専
門
学
校
のこ

く

学
生
寄
宿
舎
（
学
寮
と
呼
ば
れ
た
）、
国

じ
り
ょ
う

ぼ
う
か
り
ょ
う

こ
う
じ
り
ょ
う

ぼ
う
し
り
ょ
う

爾
寮
、
忘
家
寮
、
公
爾
寮
、
忘
私
寮
の

４
学
寮
（
写
真
１
）
に
あ
り
ま
す
。
明
専

で
は
、
山
川
健
次
郎
総
裁
が
仮
開
校
式

（
１
９
０
９
年
の
第
１
回
入
学
式
）
の
訓

示
で
述
べ
た
「
技
術
に
通
じ
て
居
る
と
こ

ろ
の
士
君
子
を
養
成
す
る
学
校
で
あ
る
」

を
実
現
す
る
た
め
の
教
育
の
重
要
な
場
と

し
て
学
寮
が

位
置
付
け
ら

れ
、
学
生
全

員
が
入
寮
す

る
全
寮
制
が

敷
か
れ
ま
し

た
。
同
時
に
、

大
学
敷
地
内

に
教
員
宿
舎

も
整
備
さ
れ
、

学
生
同
士
、

学
生
と
教
員

と
の
間
の
家

族
主
義
な
人

間
関
係
が
育

ま
れ
る
よ
う

に
意
図
さ
れ

ま
し
た
。

４
学
寮
に
よ
る
全
寮
制
は
、
日
中
戦
争

下
の
国
策
に
よ
る
技
術
者
大
量
養
成
に
伴

う
学
生
定
員
の
大
幅
な
増
加
が
行
わ
れ
た

こ
と
か
ら
、
創
立
者
の
一
人
で
あ
る
松
本

健
次
郎
氏
の
寄
付
に
よ
り
、
昭
和
15
年
、

し
ゅ
じ
り
ょ
う

ぼ
う
し
ん
り
ょ
う

主
爾
寮
、
忘
心
寮
が
増
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
６
寮
体
制
は
、
戦
後
の
国
立
九
州
工

業
大
学
と
な
っ
て
か
ら
も
維
持
さ
れ
続
け

ま
し
た
が
、
老
朽
化
の
た
め
昭
和
43
年
か

ら
44
年
に
新
築
さ
れ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
４
階
建
て
２
棟
の
新
寮
（
写
真
２
）
に

役
割
を
譲
り
ま
し
た
。
新
寮
で
は
、
各
階

ご
と
に
寮
名
が
付
け
ら
れ
、
旧
寮
名
の
６

写真１ 明専時代の４学寮

写真２ 建設中の新寮（昭和43年）
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グローバル
リーダー
教養教育

英語
教育

自主
企画

こ
う
う
ん
り
ょ
う

と
う
げ
ん
り
ょ
う

寮
名
に
新
た
に
浩
雲
寮
、
桃
源
寮
が
加

え
ら
れ
、
全
８
寮
を
総
称
し
て
明
専
寮
と

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
明
専
寮
は
、

濃
密
な
人
間
関
係
を
築
く
伝
統
を
継
承
し

つ
つ
時
代
の
変
化
を
取
り
入
れ
な
が
ら
平

成
22
年
ま
で
40
年
間
の
歴
史
を
刻
み
ま
し

た
。
こ
の
時
期
に
は
、
国
立
大
学
の
法
人

制
度
が
始
ま
っ
て
お
り
、
老
朽
化
し
た
寮

の
建
て
替
え
費
用
に
対
す
る
文
科
省
か
ら

の
支
援
は
な
く
、
寮
建
て
替
え
費
用
の
目

途
も
立
た
な
い
こ
と
か
ら
閉
寮
止
む
無
し

の
状
況
に
至
り
ま
し
た
。
平
成
22
年
３
月
、

開
学
以
来
守
り
続
け
て
き
た
学
寮
の
灯
は

消
え
た
の
で
し
た
。

し
か
し
、
厳
格
な
運
営
費
交
付
金
運
用

も
徐
々
に
緩
和
さ
れ
、
近
年
で
は
、
年
度

を
越
え
た
目
的
積
立
金
と
し
て
の
運
用
も

可
能
と
な
り
、
文
科
省
か
ら
寮
改
修
の
た

め
の
目
的
積
立
金
が
承
認
さ
れ
、
平
成
25

年
４
月
運
用
開
始
を
目
指
し
て
、
平
成
24

年
２
月
に
新
明
専
寮
の
再
建
に
向
け
た
検

討
が
さ
れ
ま
し
た
。

３
、
新
生
「
明
専
寮
」
の
理
念

明
専
寮
を
再
興
す
る
に
当
た
り
、
工
学

部
内
に
寮
教
育
検
討
Ｗ
Ｇ
を
設
置
し
、
多

く
の
学
生
か
ら
「
ぜ
ひ
入
寮
し
た
い
」
と

思
わ
れ
る
よ
う
な
学
生
寮
を
目
指
し
て
、

新
生
「
明
専
寮
」
の
新
し
い
理
念
を
検
討

い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
創
立
当
時

の
原
点
に
戻
り
、
寮
を
現
下
の
社
会
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
た
第
２
の
教
育
の
場
と
し
、

寮
に
お
け
る
共
同
生
活
を
通
じ
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
「
技
術
に

堪
能
な
る
士
君
子
」
の
素
養
で
あ
る

•
高
度
技
術
者
と
し
て
世
界
に
羽
ば
た
く
志

•
人
格
を
高
め
る
た
め
の
主
体
的
行
動
力

•
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力

を
、
協
働
し
て
培
う
こ
と
を
目
的
と
す
る

こ
と
を
定
め
、
具
体
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て

•
講
演
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
含
ん
だ
グ
ロ
ー
バ
ル

リ
ー
ダ
ー
教
養
教
育

•
グ
ロ
ー
バ
ル
世
界
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
の
基
礎
と
な
る
英
語
特
別
プ

ロ
グ
ラ
ム

•
学
生
の
自
主
企
画
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
（
写
真

３
）。こ

の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
を
学
生
宿
舎
建

設
委
員
会
に
持
ち
込
み
、
男
子
寮
と
し
学

生
居
室
は
個
室
と
す
る
こ
と
、
十
分
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
空
間
の
確
保
、
特
別

教
育
の
た
め
の
研
修
室
の
確
保
、
な
ど
を

設
計
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
具
現
化
し

た
現
在
の
新
明
専
寮
の
外
観
や
内
部
を
写

真
４
に
示
し
ま
す
。
旧
寮
で
は
200
人
を
超

え
る
定
員
が
新
寮
で
は
50
人
と
な
り
、
十

分
に
ゆ
と
り
の
あ
る
空
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。

写真４ 明専寮の外観、廊下・オープンスペース、個室

写真３
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グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
教
養
教
育

九
州
工
業
大
学
名
誉
教
授

前
田

博
（
制
48
）

寮
生
が
グ
ロ
ー
バ
ル
世
界
で
通
用
す
る

技
術
者
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
成
長
す
る
た
め

に
は
、
教
養
知
識
を
身
に
つ
け
、
多
く
の

人
と
交
わ
り
、「
教
養
人
」
と
し
て
の
品

位
と
人
格
を
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
教
養
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、
実
社
会
で
活
躍
す
る
有
識

者
・
卒
業
生
の
講
演
会
や
寮
生
自
身
が
主

体
的
に
運
営
す
る
演
習
（
セ
ミ
ナ
ー
）
を

通
じ
て
、
寮
生
が
「
教
養
人
」
と
し
て
成

長
す
る
た
め
の
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
枠
組
み

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

学
部
の
講
義
等
の
学
習
に
支
障
の
な
い
範

囲
で
進
め
て
い
ま
す
。
実
施
頻
度
と
し
て

は
、
春
休
み
や
夏
休
み
を
除
い
た
４
月
か

ら
11
月
に
か
け
て
で
、
２
０
１
９
年
度
の

年
間
計
画
を
表
１
に
示
し
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
講
演
会
と
演
習
か
ら

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
講
演
会
で
は
、

実
社
会
で
活
躍
す
る
有
識
者
や
本
学
卒
業

生
を
招
聘
し
、
実
施
し
ま
す
。
講
演
者
の

豊
富
な
知
識
と
経
験
に
基
づ
く
貴
重
な
お

話
は
、
寮
生
に
と
っ
て
大
い
に
刺
激
に
な

り
ま
す
。
講
演
終
了
後
は
、
質
疑
応
答
の

時
間
を
十
分
に
設
け
、
講
演
者
と
寮
生
と

の
間
で
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
す
。

一
方
、
演
習
で
は
、
次
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
寮
生
が
身
に
つ

け
る
べ
き
教
養
は
、
哲
学
、
政
治
、
経
済
、

歴
史
、
教
育
、
心
理
、
倫
理
な
ど
の
人
文

社
会
科
学
分
野
や
、
物
理
、
化
学
、
地
学
、

生
物
学
な
ど
の
自
然
科
学
分
野
に
加
え
て
、

古
典
文
学
や
芸
術
な
ど
の
文
化
に
対
す
る

造
詣
も
深
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
演
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
教
養
知
識
の
習
得
に

結
び
つ
く
よ
う
な
様
々
な
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
寮
生
自
ら
研
究
し
寮
内
で
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
研
究
及
び
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
チ
ー
ム
単
位
で

行
い
、
各
チ
ー
ム
は
、
予
め
指
定
さ
れ
た

研
究
テ
ー
マ
群
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ

の
テ
ー
マ
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

（
組
織
的
研
究
）
を
進
め
ま
す
。
各
チ
ー

ム
は
、
順
番
に
そ
の
成
果
を
発
表
し
、
寮

生
全
員
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

す
。
現
在
、
小
中
高
教
育
に
お
い
て
も
盛

ん
に
取
り
入
れ
ら
れ
始
め
た
ア
ク
テ
ィ
ブ

日 時（案） 内 容 備 考

４月６日（土） 15：00～ ガイダンスと講演会① プログラム全体の説明
前田名誉教授による講演

５月11日（土） ３限 講演会② 明専寮 OB 鳴重泰氏

５月25日（土） ３限 講演会③ 明専寮 OB 土器勉氏、
武下直樹氏

６月１日（土） 13：00～16：00 講演会④ KPEC（北九州活性化協議会）主催
国際研修館との協働学習

６月15日（土） ２限 講演会⑤ 教養教育院による講義とグループ
ワーク（MILAiS）

６月22日（土） ９：30～12：00 講演会⑥ 教養教育院によるグループワーク
（発表）（MILAiS）

７月６日（土） ３限、４限
演習①（中間報告会） 具体的なテーマ、研究方針・方法

の説明
（各チームの持ち時間は、約15分）演習②（中間報告会）

８～９月 （夏期休暇） プレゼン準備期間

10月５日（土） ３限 演習③（最終報告会 ２班 報告）

最終成果のプレゼンテーションと
ディスカッションの実施
（各回に２チームが発表。各チー
ムの持ち時間は、約40分（質疑応
答含む））

10月19日（土） ３限 演習④（最終報告会 ２班 報告）

11月２日（土） ３限 演習⑤（最終報告会 ２班 報告）

11月16日（土） ３限 演習⑥（最終報告会 ２班 報告）

表１ 2019年度グローバルリーダー教養教育プログラムスケジュール
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ラ
ー
ニ
ン
グ
と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。
こ

こ
で
は
大
学
生
ら
し
く
内
容
を
深
化
さ
せ

る
た
め
、（
１
）
工
学
視
点
の
導
入
、（
２
）

グ
ロ
ー
バ
ル
視
点
の
導
入
、（
３
）
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
施
、
と
い
う
３
要
件
を

課
し
て
い
ま
す
。（
１
）
に
つ
い
て
は
、

筆
者
が
学
生
時
代
に
教
わ
っ
た
『
工
学
と

は
ど
の
よ
う
な
学
問
か
』
を
寮
生
に
伝
え
、

そ
の
考
え
方
を
テ
ー
マ
研
究
に
反
映
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
工

学
部
の
学
生
ら
し
い
研
究
が
期
待
で
き
ま

す
。
工
学
の
『
工
』
の
字
の
、
２
本
の
横

線
の
上
側
が
天
・
自
然
を
表
し
、
下
側
は

人
間
・
社
会
を
表
し
ま
す
。そ
し
て
、天
・

自
然
の
真
理
を
追
究
す
る
学
問
が
科
学
で

あ
り
、
上
下
を
繋
ぐ
縦
棒
、
す
な
わ
ち
科

学
を
人
間
社
会
に
役
立
つ『
も
の
つ
く
り
』

へ
と
結
び
つ
け
る
も
の
が
工
学
と
い
う
学

問
で
あ
る
と
。
蛇
足
で
す
が
、
同
趣
旨
の

こ
と
を
学
歌
の
作
詞
者
で
あ
る
西
條
八
十

は
、
２
番
の
歌
詞
で
、『
科
学
の
斧
の
一

閃
に
自
然
の
神
秘
打
ち
砕
き

救
世
の
業

を
現
ず
べ
き
』
と
格
調
高
く
表
現
し
て
い

ま
す
。（
２
）
は
、
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ

で
あ
れ
、
ど
こ
か
で
繋
が
っ
て
い
る
グ

ロ
ー
バ
ル
要
素
を
考
察
す
る
こ
と
で
広
い

視
野
の
涵
養
を
期
待
し
て
い
ま
す
。（
３
）

は
、
テ
ー
マ
に
関
係
す
る
企
業
・
役
所
・

場
所
な
ど
の
寮
生
自
身
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調

査
に
よ
っ
て
、
現
場
感
や
社
会
マ
ナ
ー
の

体
得
、
そ
れ
に
伴
う
主
体
性
・
行
動
力
の

発
揮
な
ど
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
テ
ー
マ
設
定
に
関
し
て
は
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
し
易
さ
、
幅
広
い

視
野
を
必
要
と
す
る
な
ど
の
観
点
か
ら
、

北
九
州
市
に
お
け
る
学
際
的
な
諸
問
題
を

中
心
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
寮
生
の
知
的

好
奇
心
を
刺
激
し
、
自
ら
学
ぼ
う
と
す
る

気
持
ち
を
萌
芽
さ
せ
る
た
め
に
、
社
会
的

に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
具
体
的
な
テ
ー

マ
や
、
誰
も
が
一
度
は
耳
に
し
た
こ
と
の

あ
る
よ
う
な
身
近
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
含
む

テ
ー
マ
な
ど
で
す
。

多
彩
な
講
演
会

２
０
１
９
年
度
の
講
演
会
は
、
筆
者
を

含
め
て
大
学
Ｏ
Ｂ
３
件
、
学
内
の
人
間
科

学
分
野
の
教
員
に
よ
る
１
件
、
外
部
機
関

の
北
九
州
活
性
化
協
議
会
１
件
と
多
彩
な

も
の
と
な
り
ま
し
た
。
明
専
寮
Ｏ
Ｂ
で
あ

る
土
器
氏
と
武
下
氏
は
、
寮
の
伝
統
が
継

承
さ
れ
る
よ
う
毎
年
熱
弁
を
振
る
っ
て
い

ま
す
。
写
真
⑴
は
巻
頭
言
を
伝
統
の
衣
装

で
実
演
す
る
武
下
氏
で
す
。
こ
の
後
、
寮

生
も
外
に
出
て
班
ご
と
に
大
声
を
張
り
上

げ
巻
頭
言
を
体
現
し
ま
し
た
。
鳴
重
氏
は
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
在
職
当
時
、
自
身
が
世
界

で
初
め
て
実
用
化
し
た
ポ
ー
タ
ブ
ル
カ

ラ
ー
液
晶
テ
レ
ビ
開
発
を
事
例
に
、
企
業

に
お
け
る
技
術
者
魂
を
熱
く
語
り
か
け
て

い
ま
し
た
。

能
力
の
高
さ
を
垣
間
見
せ
た
演
習

２
０
１
９
年
度
、
各
チ
ー
ム
が
定
め
た

演
習
テ
ー
マ
は
次
の
よ
う
で
し
た
。

Ａ
班

北
九
州
市
の
人
口
減
少
問
題

Ｂ
班

北
九
州
市
の
観
光
産
業
�
市
内
に

お
け
る
神
社
仏
閣
の
活
用
�

Ｃ
班

道
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

Ｄ
班

八
幡
餃
子
を
全
国
に

Ｅ
班

住
み
や
す
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
を
上

げ
る
に
は

Ｆ
班

北
九
州
市
の
水

Ｇ
班

に
ぎ
わ
い
よ
再
び
�
北
九
州
市
商

店
街
を
活
性
化
す
る
に
は
�

Ｈ
班

北
九
州
の
防
災

入
学
し
て
間
も
な
い
寮
生
が
果
た
し
て

活
発
な
議
論
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

当
初
は
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
全
く
の

杞
憂
で
し
た
。
実
際
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

視
点
の
導
入
に
て
こ
ず
っ
た
よ
う
で
し
た

が
、
ど
の
発
表
に
対
し
て
も
質
疑
応
答
が

飛
び
交
い
、
と
て
も
活
気
あ
る
場
と
な
り

ま
し
た
。写
真
⑵
は
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
様
子
で
す
が
、
中
々
堂
々
と
し
た
も

の
で
、
今
後
の
成
長
を
期
待
さ
せ
る
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

写真⑴ 巻頭言を実演する武下氏

写真⑵ 最終報告会 プレゼンテーションの様子
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英語プログラム
教養教育院 元教授
Ian Ruxton

How it all began

It was in the summer of 2012 that I began to
attend a working group at Tobata campus for
the new Meisen dormitory. A professor of the
English section was requested to attend, and I
volunteered for that role because the project of
a new dormitory sounded exciting and challeng-
ing. I did not know at that time how I could
contribute to the discussions, but in due course I
was asked to propose an English course suitable
for an elite group of students (the dormitory
members). My first proposal was for an English
conversation class, but this met with a luke-
warm reaction from the other working group
members. Then I decided to propose a TOEFL
course, and the change in reaction was instant
̶ to an overwhelmingly positive one.

Why TOEFL?

It is not difficult to see why a TOEFL course
is a popular idea. In recent years the TOEFL
test has been much in the spotlight as a way to
improve English education in Japan. It has been
and is still being discussed as a possible en-
trance examination for universities, both at un-
dergraduate and graduate school level, which
would have a profound knock-on effect on the
way English is taught in universities, high
schools, junior high schools and below. The
main benefit of the TOEFL test is that it pro-
vides a score which can be written on applica-
tions for study overseas at a university or col-
lege. It is in fact the globally accepted standard
(the ‘gold standard’) for overseas study, and all
reputable universities in English-speaking coun-
tries require applicants to have achieved a cer-
tain score in TOEFL before they will consider
their academic background. (Other tests are

also available, for example IELTS is often used
in Britain.)

The Difference between TOEFL and TOEIC

TOEIC is often also mentioned, and it is de-
signed and administered by the same NPO as
TOEFL which is called ETS. However, TOEIC
is an offshoot of TOEFL and was created at the
request of Japanese companies who wanted
their employees to have a useful level of Busi-
ness English proficiency which they could use in
their work. It is in fact a lower level of English,
and is not a globally recognized qualification, be-
ing limited mainly to the East Asian countries of
Japan, South Korea and China. TOEIC does not
aim to teach English for Academic Purposes
(EAP), whereas TOEFL does.

The Classes in Detail

The classes were held in the dormitory on
Tuesdays and Wednesdays from 6pm for 90
minutes. The classroom has exactly 25 desks
which meant that two classes were required, as
there are up to 50 students. I was teaching one
of them, and a very experienced part-timer (Mr.
Scott Smith) whom I recommended was teach-
ing the other. We used text books, readers and

Shows one scene from a class.
TOEFL 授業の様子
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materials available on the internet to improve
the vocabulary of students, and to practice the
main elements of the test: listening, structure
and written expression, reading. The students
seemed to be enthusiastic and aware that they
had a precious opportunity through these
classes to improve their chance to study over-
seas and become the ‘global engineers’ that the
university wants them to be. The course is not
for credit, but the earning of credits is surely
not, and should not be, the sole purpose of a uni-
versity education.

Leading the Way, and Opening Doors

As far as I know this was the first time that
TOEFL was taught at Kyushu Institute of
Technology’s Tobata campus. In this sense the
Meisen dormitory was leading the way for the
other students. I was personally very pleased
to be involved in this project. English conversa-
tion is of course important, but useful qualifica-
tions are also important. A good TOEFL score
is likely to open many doors, which would other-
wise remain closed.

Update (2020)

In about 2015, the university began to focus
more on TOEIC as the standard test for gradu-
ates to assist in job-hunting at Japanese compa-
nies. It was also clear from our experience in
the classroom that the students as a whole, with
some exceptions, were finding academic texts
rather challenging. This is not surprising for
first year university students. We therefore
came to a decision that the class should have its
focus switched to vocabulary building with
more practical English in mind.

I am very grateful to Scott Smith who taught
throughout the period from April 2013 to March
2020 and offered many new ideas, including
learning based on the Academic Word List.
From April 2020 I have retired and am no
longer associated directly with the Meisen dor-
mitory program. I hope the program will go
from strength to strength in the future.

大学だより：明専寮の教育プログラムについて

明専会報 2020.9◆1011



自
主
企
画
プ
ロ
グ
ラ
ム

九
州
工
業
大
学
副
理
事
（
学
生
担
当
）
中
尾

基

は
じ
め
に

明
専
寮
教
育
の
３
本
柱
の
一
つ
と
し
て
、

「
自
主
企
画
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
他

の
教
育
の
柱
で
あ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー

ダ
ー
教
養
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
お
よ
び

「
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
相
補
的
に
実
施

さ
れ
る
も
の
で
、
ま
さ
に
三
本
の
矢
の
一

つ
で
す
。

２
０
０
６
年
に
経
済
産
業
省
よ
り
社
会

人
基
礎
力
に
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。
15
年
以

上
前
に
提
唱
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
現
時
点
に
お
い
て
も
非
常
に

頻
繁
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、「
社
会
人
基

礎
力
」
と
は
、「
前
に
踏
み
出
す
力
」、「
考

え
抜
く
力
」、「
チ
ー
ム
で
働
く
力
」
の
３

つ
の
能
力
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、「
職

場
や
地
域
社
会
で
多
様
な
人
々
と
仕
事
を

し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
な
力
」

と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
専
寮
教

育
で
の
「
自
主
企
画
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

ま
さ
に
「
前
に
踏
み
出
す
力
」
を
涵
養
す

る
た
め
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。「
前
に
踏

み
出
す
力
」（
ア
ク
シ
ョ
ン
）
は
、
主
体

性
、
働
き
か
け
力
、
お
よ
び
実
行
力
の
３

つ
の
能
力
要
素
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
般
社
団
法
人
日
本
経
済
団
体

連
合
会
（
経
団
連
）
よ
り
報
告
さ
れ
て
い

る
、
新
卒
採
用
（
２
０
１
９
年
４
月
入
社

対
象
）
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

（
回
答：

597
社
）
に
お
い
て
、「
選
考
に

あ
た
っ
て
特
に
重
視
す
る
点
」
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
（
82
・
４
％
）、

主
体
性
（
64
・
３
％
）、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

（
48
・
９
％
）
が
上
位
３
つ
の
要
素
と
し

て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
主
体
性
」

お
よ
び
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」
は
、「
自

主
企
画
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
涵
養
で
き

る
能
力
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
主
企
画
計
画

自
主
企
画
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
主
に

夏
季
休
暇
（
８
月
中
旬
〜
９
月
下
旬
）
に

明
専
寮
生
各
人
が
自
ら
、
計
画
し
た
こ
と

を
実
施
す
る
も
の
で
す
。
基
本
的
に
は
、

グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
を
是
と
せ
ず
、
個
人

個
人
が
責
任
を
も
っ
て
行
う
こ
と
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。
毎
年
６
月
頃
ま
で
に
、
①

タ
イ
ト
ル
（
15
字
程
度
以
内
）、
②
概
要
、

③
目
的
（
獲
得
が
期
待
で
き
る
こ
と
（
能

力
等
））、
お
よ
び
④
実
施
時
期
・
実
施
期

間
、
を
記
載
し
た
計
画
書
を
提
出
し
て
も

ら
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
は
、
学
部
１
年
生

の
計
画
書
を
、
２
年
生
が
事
前
チ
ェ
ッ
ク

す
る
形
式
に
し
た
こ
と
も
あ
り
、
計
画
書

の
再
提
出
を
要
求
す
る
回
数
等
は
少
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
以
前
は
４
〜
５
回
の
書

き
直
し
、
再
提
出
を
求
め
る
こ
と
も
多
々

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
明
専
寮
生
が
自

主
企
画
を
実
施
す
る
意
義
等
を
理
解
で
き

て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
こ
と
が
大
き
い
と

思
わ
れ
ま
す
（
教
員
サ
イ
ド
か
ら
の
説

明
不
足
も
要
因
に
な
っ
て
い
る
可
能
性

あ
り
）。

「
自
主
企
画
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
、

最
も
重
視
し
て
い
る
点
は
、
自
ら
の
責
任

で
企
画
し
た
こ
と
を
、
自
ら
の
責
任
で
確

実
に
実
施
し
、
か
つ
そ
の
実
施
内
容
等
を

自
分
自
身
の
中
で
完
結
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

さ
ら
に
は
明
専
寮
の
中
で
さ
え
完
結
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
自
ら
の
責
任
で
外
部
に
向

け
てO

U
T
PU

T

（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）
す

る
、
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
敢
行
し
て
も

ら
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
他
の
明
専
寮
教

育
の
柱
で
あ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー

教
養
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
お
よ
び
「
英

語
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
涵
養
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
も
の
で
す
。
こ
の
結
果
、「
自

主
企
画
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
社
会
が

大
学
生
に
求
め
る
能
力
で
あ
る
「
前
に
踏

み
出
す
力
」、「
主
体
性
」
お
よ
び
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
」
な
ど
が
育
ま
れ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

自
主
企
画
内
容
・
報
告
会

実
際
に
明
専
寮
生
が
実
施
し
た
自
主
企

画
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
例

と
し
て
は
、

•
自
転
車
で
の
九
州
一
周
の
旅
、
ヒ
ッ
チ

ハ
イ
ク
大
阪
往
復
、
お
よ
び
海
外
渡
航

な
ど
の
行
動
重
視
型

•
小
型
飛
行
物
製
作
、
梯
子
製
作
、
お
よ

び
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
制
作
な
ど
の
工
学
系

も
の
づ
く
り
型

•
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
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な
ど
へ
の
参
加
型

•
創
作
料
理
（
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
公
開
）、

楽
器
製
作
・
演
奏
な
ど
の
自
身
興
味
直

結
型

•
明
専
寮
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
制
作
、
明
専
寮

農
場
計
画
な
ど
の
明
専
寮
広
報
連
動
型

な
ど
が
あ
り
、
毎
年
の
よ
う
に
驚
か
さ
れ

る
新
た
な
内
容
が
提
案
・
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

明
専
寮
生
が
実
施
し
た
自
主
企
画
の
内

容
は
、
全
員
（
50
名
）
に
対
し
て
、
10
月

上
旬
の
プ
レ
発
表
会
（
各
人
５
分
程
度
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）、
お
よ
び
10
月

下
旬
の
報
告
書
（
３
ペ
ー
ジ
以
上
）
提
出

を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
プ
レ
発

表
会
、
お
よ
び
報
告
書
の
内
容
を
受
け
て
、

優
良
な
自
主
企
画
と
判
断
さ
れ
た
10
名
程

度
を
選
抜
し
、
12
月
に
実
施
す
る
自
主
企

画
報
告
会
を
教
職
員
お
よ
び
明
専
寮
生
全

員
に
対
し
て
、
公
開
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
お
よ
び
令
和
元
年
度
の
自

主
企
画
報
告
会
の
内
容
を
次
に
示
し
ま
す
。

平
成
30
年
度

自
主
企
画
報
告
会

「
マ
レ
ー
シ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
一
人
旅
」

「
富
士
登
山
」

「
工
業
化
と
水
質
汚
染
」

「
プ
ロ
テ
イ
ン
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」

「
自
身
の
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
力
の
向

上
」

「
西
日
本
豪
雨
災
害
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
」

「
三
線
演
奏
」

令
和
元
年
度

自
主
企
画
報
告
会

「
イ
ン
ク
沼
へ
よ
う
こ
そ
」

「
日
本
一
危
険
な
国
宝
へ
の
道
」

「
明
専
寮
に
寮
生
専
用
の
畑
を
作
ろ
う
」

「
戸
畑
区
の
珈
琲
店
マ
ッ
プ
を
作
ろ
う
」

「
１
人
セ
ッ
シ
ョ
ン
」

「U
nity

に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
」

「
自
作
料
理
を
作
っ
て
み
た
」

「
宇
宙
関
連
企
業
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」

お
わ
り
に

平
成
25
年
度
（
２
０
１
３
年
度
）
か
ら

新
生
「
明
専
寮
」
教
育
が
実
施
さ
れ
、
は

や
７
年
の
年
月
が
経
過
し
、「
自
主
企
画
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
令
和
２
年
度
で
８
回
目
を

数
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
長
年
実
施
さ

れ
る
こ
と
で
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
が
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
、
学
生
の
実
施
内
容
等

も
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
る
懸
念
が
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
年
度
（
令
和
２
年

度
）
の
自
主
企
画
計
画
書
の
内
容
を
見
る

限
り
、
そ
の
よ
う
な
懸
念
は
ほ
と
ん
ど
見

当
た
り
ま
せ
ん
。
一
見
、
学
生
が
面
倒
と

考
え
が
ち
な
「
自
主
企
画
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
、
学
生
自
ら
が
楽
し
み
な
が
ら
実
施
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
な
ど
か
ら
も
伺
い
知
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

明
専
寮
生
の
一
部
（
２
年
生
）
が
残
寮
す

る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
た
め
に
、
本
学
伝
統

の
先
輩
か
ら
後
輩
へ
の
伝
授
シ
ス
テ
ム
が

機
能
し
、
そ
れ
が
「
自
主
企
画
」
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
良
い
効
果
を
与
え
て
い
る
と
想
像

し
て
い
ま
す
。
追
伸
と
し
て
、
令
和
２
年

度
よ
りFM

K
IT

A
Q

局
で
、
明
専
寮
生

が
メ
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
務
め
る

「
明
専
ラ
ジ
オ
」
を
レ
ギ
ュ
ラ
ー
（
毎
週

土
曜
日
14
時
〜
）
実
施
し
て
い
ま
す
（
実

際
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
令
和
２
年
７
月
よ
り
実
施
）。
こ

れ
も
明
専
寮
教
育
で
の
自
主
企
画
で
育
ま

れ
た
「
主
体
性
」、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」

が
涵
養
さ
れ
た
賜
物
で
あ
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。
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明
専
寮
海
外
プ
ロ
グ
ラ
ム

工
学
部
学
生
係
長

内
藤

梨
那

は
じ
め
に

明
専
寮
の
根
幹
を
支
え
る
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、前
述
の
通
り
、グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー

ダ
ー
教
養
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
英
語
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
自
主
企
画
の
３
つ
で
成
り

立
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
３
つ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
ど
れ
も
寮
生
は
受
講
が
義
務

付
け
ら
れ
て
お
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
に

あ
た
っ
て
は
明
専
会
様
よ
り
多
大
な
支
援

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
こ
の
場

で
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
方
で
、
こ
れ
ら
３
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
は
別
に
、
任
意
参
加
の
「
海
外
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
海
外
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
夏
季
、
冬
季
、
春
季
の
３

回
に
分
か
れ
て
お
り
、
３
つ
は
相
互
に
関

係
し
あ
う
作
り
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

１
、
夏
季
韓
国
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム

ま
ず
夏
季
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
希
望
者
全

員
が
参
加
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
長

く
本
学
と
交
流
の
あ
る
韓
国
交
通
大
学
校

を
訪
れ
、
先
方
の
学
生
と
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
通
じ
て
、
文
化
や
歴
史
を
学
ぶ
内

容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
は
、
日

韓
関
係
が
悪
化
す
る
中
、
韓
国
交
通
大
学

校
の
国
際
部
署
及
び
旅
行
会
社
と
連
携
し
、

現
地
の
状
況
確
認
を
細
や
か
に
行
い
、
適

宜
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
正
し
な
が
ら
の
実
施

と
な
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
現
地
で
過
ご

し
て
み
る
と
、
報
道
さ
れ
て
い
る
内
容
か

ら
は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
好
意
的
に
受
け

入
れ
て
く
だ
さ
り
、
韓
国
交
通
大
学
校
の

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
に
大
変
感
謝
し
、
ま

た
寮
生
に
と
っ
て
は
、
報
道
や
ネ
ッ
ト
か

ら
得
る
情
報
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る

か
身
を
も
っ
て
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

２
、
冬
季
韓
国
受
入
プ
ロ
グ
ラ
ム

冬
季
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
の
韓
国
交
通

大
学
校
の
学
生
を
本
学
に
お
招
き
し
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
す
。
夏
季
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
学
生
は
、
必
ず
こ
の

冬
季
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
何
ら
か
の
形
で
関

わ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
を
寮
生
自
身
が
考
え

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
海
外
の
学
生
を
ど

の
よ
う
に
も
て
な
す
か
、
ま
た
自
分
た
ち

の
住
ん
で
い
る
国
や
地
域
の
魅
力
と
は
何

か
、
何
を
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
か
、
と

い
う
観
点
で
、
自
分
た
ち
で
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
企
画
す
る
能
力
を
培
う
内
容
と
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
夏
季
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
出

会
っ
た
韓
国
の
学
生
と
再
会
し
、
よ
り
親

睦
を
深
め
る
機
会
と
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

冬季韓国受入プログラム修了式の様子

３
、
春
季
タ
イ
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム

最
後
の
春
季
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
タ
イ
に

あ
る
日
本
企
業
の
工
場
見
学
や
、農
園
体
験
、

レ
ク
チ
ャ
ー
、タ
イ
料
理
ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど
、

タ
イ
の
歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
盛
り
だ
く
さ

ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
夏
季
あ
る
い
は
冬

季
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
寮
生
を
対
象

と
し
て
お
り
ま
す
が
、
対
象
者
全
員
が
参

加
で
き
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
学
の

学
生
は
、学
部
１
年
４
月
、学
部
１
年
12
月
、

学
部
２
年
12
月
の
３
回
のT

O
EIC

受
験

が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

点
数
の
伸
び
幅
が
選
考
基
準
と
な
り
ま
す
。

お
わ
り
に

ご
推
察
の
通
り
、
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
当
寮
の

海
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
大
き
な
影
響
を
受
け

て
お
り
ま
す
。
大
変
残
念
な
こ
と
で
す
が
、

既
に
今
年
度
は
夏
季
及
び
冬
季
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
中
止
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し

そ
の
代
わ
り
に
、
学
務
課
に
て
計
画
さ
れ

た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
教
育
機
関
で
の
オ
ン

ラ
イ
ン
語
学
研
修
を
明
専
寮
海
外
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
組
み
込
む
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
先
行
き
の
不
透
明
な
状
況
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
従
来
の
体
制
に
と
ら
わ
れ
ず
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
柔
軟
に
計
画
し
て
参
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
支

援
ご
鞭
撻
を
賜
り
た
く
、
謹
ん
で
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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世
界
一
お
も
し
ろ
い
寮
目
指
し
ま
す
！

令
和
２
年
度
明
専
寮
寮
長

重
本

貫
太

１
、
こ
ん
に
ち
は
！

寮
長
で
す

ど
う
も
初
め
ま
し
て
。
私
は
、
九
州
工

業
大
学
の
学
内
に
あ
り
ま
す
明
専
寮
と
い

う
学
生
寮
で
、
今
年
度
の
寮
長
を
し
て
お

り
ま
す
、
機
械
知
能
工
学
科
知
能
制
御
工

学
コ
ー
ス
の
重
本
貫
太
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
は
明
専
会
の
皆
様
方
に
明
専
寮
の

活
動
や
寮
生
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
、
充
実
の
明
専
寮

明
専
寮
は
、
改
築
さ
れ
て
今
年
で
８
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
４
階
建
て
の
寮
に
は
、

１
年
生
42
人
、
２
年
生
８
人
が
共
同
生
活

を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
寮
生
に
は
、

個
室
が
割
り
当
て
ら
れ
て
お
り
、
シ
ャ

ワ
ー
室
・
ト
イ
レ
も
完
備
さ
れ
て
い
ま
す

（
と
て
も
き
れ
い
で
す
！
）。
ま
た
、
共

有
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
キ
ッ
チ
ン
や
家
電
、

集
会
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
い
つ
も
賑
や
か

な
寮
生
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ほ
ど
の
充
実
し
た
環
境
が
そ
ろ
っ

て
、寮
費
は
２
万
３
千
円
！（
し
か
も
光
熱

費
込
み
）
私
た
ち
に
は
も
っ
た
い
な
い
く

ら
い
の
待
遇
で
、大
変
恐
縮
で
ご
ざ
い
ま
す
。

３
、
明
専
寮
は
「
寮
」
じ
ゃ
な
い
！

明
専
寮
は
、
た
だ
住
む
だ
け
の
「
寮
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
明
専

寮
は
世
界
で
活
躍
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー

ダ
ー
を
育
成
す
る
、
住
み
な
が
ら
学
べ
る

学
生
寮
だ
か
ら
で
す
。

ま
ず
寮
生
は
、
書
類
選
考
と
面
接
で
選

ば
れ
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
明
専
寮
で
何
を

し
た
い
の
か
、
ど
の
よ
う
に
成
長
し
た
い

の
か
な
ど
を
厳
正
に
審
査
さ
れ
ま
す
。
晴

れ
て
入
寮
が
決
定
し
た
寮
生
は
、
特
別
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー

ダ
ー
の
素
養
を
獲
得
し
て
い
く
の
で
す
。

４
、
成
長
実
感
！

特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

明
専
寮
の
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
教
養
教
育
、
英
語
教

育
、
自
主
企
画
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
初
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
教

養
教
育
は
、
先
生
方
や
外
部
の
方
々
を
お

迎
え
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
を
身
に
つ

け
る
た
め
の
授
業
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
授
業
の
内
容
を
活
か
し
、
社

会
の
諸
問
題
に
つ
い
て
調
査
・
発
表
を
す

る
機
会
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
の
英
語
教
育
は
、
世
界
で
活
躍
す
る

の
に
不
可
欠
な
英
語
力
を
鍛
え
る
た
め
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
外
部
か
ら
先
生
を
お

招
き
し
て
、
英
語
で
の
会
話
を
積
極
的
に

行
い
ま
す
。
技
術
系
の
話
題
が
豊
富
に
あ

り
、
実
践
的
な
英
会
話
の
授
業
で
す
。

最
後
に
自
主
企
画
で
す
。
夏
休
み
に
寮

生
が
自
ら
決
め
た
お
題
に
つ
い
て
実
践
し
、

そ
の
成
果
を
プ
レ
ゼ
ン
し
ま
す
。
お
題
も

様
々
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
創
作
料
理
、

自
転
車
旅
行
な
ど
ロ
マ
ン
に
あ
ふ
れ
た
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、
学

生
生
活
の
指
針
を
明
確
化
で
き
、
社
会
で

求
め
ら
れ
て
い
る
能
力
を
獲
得
す
る
の
に

大
き
く
役
立
て
ら
れ
て
い
る
と
実
感
し
て

お
り
ま
す
。

５
、
全
力
挑
戦
！

明
専
寮
生

明
専
寮
に
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
あ
ふ
れ

る
学
生
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
モ
デ
ル
ロ

ケ
ッ
ト
開
発
を
始
め
た
寮
生
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
で
試
行
錯
誤
し
て
い
る
寮
生
、
学

内
で
土
を
耕
す
寮
生
、
な
ど
勉
学
の
傍
ら

様
々
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
私

自
身
も
ラ
ジ
オ
番
組
制
作
・
出
演
を
始
め

ま
し
た
。（FM

K
IT

A
Q

「
明
専
ラ
ジ
オ
」

毎
週
土
曜
日

午
後
２
時
か
ら
）

こ
れ
か
ら
も
皆
様
方
の
ご
支
援
を
賜
り

な
が
ら
、明
専
寮
生
一
丸
と
な
っ
て
、チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
あ
ふ
れ
る
お
も
し
ろ
い
寮
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。令和２年度明専寮入寮式 集合写真
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